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5.ア メ リカの大学の計算セ ンターをたずれて

森 日 繁

ま え が き

1964年 5月 ,ニユーヨータでISO(国際・標準化機構 )の TC 97(第 97技術委員会―

電子計算機関係 )の 会合に出席するため約2週間渡米したが,その機会に五つの大学の七つ

の計算センターを訪問した。その折のメモを,記憶の残つているうちに整理して大方のご参

考に供しようというのが本稿の趣意である。

日   程

訪間の 日程は次のとおりであつた :

1964-5-18(月 ) UCLA,・ CIT

5--20 (zk)‐`~″
 }co lumbia universitv

5-29(金 )″
6・-1  (月 ) Berke leyの UC,StanfOrd u

UCLA (1)

UCLA(Uni versity.oF California at 20s Angeles)に :は言卜
`算

‐セ/′ ‐―カミ:≡二つ

ある。その第 1は WDPC(Wostern Data processing Centar)で ,ここの機械は IBM

社が西部の諸大学の共同利用のために提供 しているものである。

システムは IBM 7094 と 7040の 直接結合 (direCt COupling)を 中核 としている

(図 ■ ).これにデータ伝送の機 能を くつつける仕事が進行中で,私の訪問 した日はそのた

めの 7740が ,ち ようど搬入された当日であつた。

私のメモには,こ の図のそばに

CBI(camputer board instruction)80K C

conversational mode

compatibility mode Q7 → ■.0

などの注記がある。

付属機器の中で,特 にか もしろいのは 1627 plotter(CaL COmp PrOと )と い う
鴛
画をかく機械 "である.
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図 l WDPCの システム

このWDPCの 共同利用に参加してい る大学は,San Diegoの UC,Univ OF Sout一

hern Cali fornia″ Univ of Utah,Air Force ACademy,Univ Of Oregon,Ore―

gon State UniⅥ ,な ど,全部で 90と い う数 になる (それ らの名前を書き並べた看板 が

入 日の近 くに置いてある )。

IBMの Jamison さんは,機械室 を案内 して〈れたあと,私をスプラウズ(?)さ んのと

ころへつれ ていつた。運営の中心人物であるらしい.25の 大学の共同利用から出発 した こ

と・学 内では,自 分でセンターを持つている工学部 と医学部を除いた方面が主であること.

などを前おきに して,運営上の問題点をいろいろ話してくれた :一

第■に重要 なことは ,計算機を使 か うとい う意欲を持つてもらうことだそうである.

第 2に , 錠通信利用 "…一―郵便などに よつて遠隔の地にいて利用す ること一―は長期間に

わたる関係であること.現在 ,月 に 824件 の学外者の利用があるのに対 し,4名 の専任者

を連絡係に して,電 話による訂正の相談 などに当たらせ でハる。 (受け持 ちは固定してか く

ほ うが よい との こと )キーバンチは先方にあるし,バ ンチ したカー ドをリス ト(その まま表

として印刷 )した記 it景は先方で も持つてい るので,電話連絡でけつこう話が通 じるのだそ う

である。

第 3に ,利用者教育が肝 腎であること.userざ  manual とい う本を作 り,こ れさえ見
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減ば使い方がよ〈わかるようにしておく。WDPC re po rtも利用者教育に役立つ .

第 4に ,運営の組織,学内の諮問委員会 (6名 )は運営の方針を定め,学内の利用に関す

る諸問題を審議する。学外の諮問委員会 (9名一任期3年 )は 年 1回の会合および通信連絡
によつて,メ キシヨを含む他大学からの利用の割当を審議する。

計算センターの長は大学院長が兼ねており,予算も人事もこの長の責任事項である。

UCLA (2)

Jamisonさ んが次につれていつてくれたのは工学部の計算 センターである。Tompkins

さんの案内でざつ と一 |1贋 する。

主力機械は IBM 7094で あるが ,それに,supervisorを 介 して,variable str―
uCture maChinC(構 造の変え られる計算機 )を結合 して使 うことができ,その部分が隣

の室で建造中であつた。 これに関する論文 :

G`.Es tr■ n,"Organizatlon oF Computer systems― ――.the Fixed plus

variable structure compute:島 " proce western Joint Computer Conf.

(1960),pp.33--40.

G・ . Estr■ n and R.Turn,職 AutOmatic assignment Of COmputatiOns in a

Variable StruCture COmputer SyStem, " IEEE Trans.On Electronic

COm pu te rS,VO l.EC―‐12(1963),pp.755‐―・773.

G. EStr in,B.Bussell,R.Turn,and J.Bi bb,“ Parallel processing in a

reS truC turable COmputer Sy'Ste IIb " IEEE Trans。   On EleCtronic Comp“ ―

uもers V01.EC― ■ 2(1963),pp.747-755。

B. Bussell and G.EStrin, lAn evaluation of the efFectiveness of

parallel processing, " Pr oc.1963 Pacific Coimputer Confe rence,IEEE,

pp.201--220.

G・ .EStrin and R Fuller,  tAlgorithms for content― addressable

me mor ies," Proc.1963 Paci fic Computer Confe rence,IEEE, pp.118‐ ‐13Q

G. Estrin and R.H.Fu ller,  tSOme applicatlons for content一 address―

able memOriCs," ProC.Fall joint Computer Conferen9e;1963,pp.495-―

508.

の別刷を EStrinさ んから直接 もらうことができた。

SWAC (lNat10nal BureOu OF Standards Western .AutOmatic Computer)

は現在 ここに置いてある。

それからN Orth rupの  797と レ、うノ」ヽ型よ機 カミある。 CPC (Cord P=ogrammed Ele―

CtrOn=c Colputtr)を 電子化 し
み ャ
いつた ようなもので,記憶はしコア ,■ キロ語である.
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UCLA (3)
医学部の建物は,その横が工事中で,ビルが一うすつぼりはいるぐ らぃの穴がある。そこ

に歯科の建物が立つのだそうで,｀ 世界一大きい入れ歯 "だ という評判があるという。

ここの主力機 もIBM7 094で ある。ここの特色は,BM2(B■ omediCal Computer

Pragrams)と い う名の汎用統計計算 プログラム・イジステムを持つていることで ,データの

頭に制御カー ドを 1枚つけて読 ませ るだけで ,どん な統計計算で もやつて〈れ る.この BL鵬

に関しては ,厚 い説明書 ができていて,S5,00で UCLA Student StOreで 元つてい る.

このセンメーの利用者の半分以上がこの BMDに よるものであり,自 分の ところに 7090

があつても,BMDが 使いたいためにわざわざここへ頼んで くる例さえあるとい う.

BRI(Brain ReSearCh lnStitute)は 脳波の時系列解析に使つた り,心電図を AコD

カウンタ~を 通 して直接送 りこんだ りしてい る。

Health sciences ComputatiQn Facilitiesと レ、う准ュ織ヵヽあ 1つ
‐でMiss Demma

が世話をしてい る。

ここの所長 は D■xOn,次長はM aSSeyで (ご両人共著の統計学の教科書がある ),こ の 2

人がBMDを 作 りあげたのだそ うである .

荒川さんの気象のジミユンージョンの計算を頼まれてやつたことがあ
ると,案円の人はなつ

つかしそ うに教えて 〈れた .

CI T

cal■fOrnia lnstitute oF Techn010gyは PaSade na にある。 UCLA から高

速道路 をふつとばして送つて もらつた。 この ごろは自動車 に乗るときは安全
ベル トを締める

のが常 j哉 になつ ているらしい。,

7● 1年  」し嗅試 仁れ “毎1高…  :3・ lt t私、楓 柚
|∵ ■玲弓■

ワ。争●          J
一<こ の間はメモを紛失 しましたので,見 つかつた らあとで補います >一

Cblumbia iUhiversity

コロンピア大学はニユー ヨ
~ク 市内にある。計算センタ

~は できてからまだ1年少々.

「 屋上」からいきなり地下室
にはいる。_

若いWongさ んの案内で見てあるく。主力機はIBM7094で ある。週に 5日間動かして

いる。プログラマ~7人 ,その他 9名 .

使用料は 1時間 S200(普 通のところでは,S550 とられる )。 予防保全は朝の 7時半

か ら9時半 まで,保守員は,近所の計算センター と2個所のかけもちで 5人いる。

COSTARと いうシステムがあつて,因子分析・三元分類表・調査結果の分析 などができ



た考枯A乱れ n ll・ .′・

Berkeley(Э l[JC                 .

University oF California はたくさんのcatmp us に分かれている。その一つが

ロサンジエルスにあるUCLA,そ して他の一つがサンフランシスコから湾をまたいて越した

ところにあるこのパークレイのUCで ある。
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:計算ャィ′一の所長 は最近イ リノイ大学から転じて来た Taub博± 。■年間 この大学の客

員教授 として滞在中の高橋秀俊さん と,も つ と長期 に腰を落 ちつけてかられ る高橋安人さん

と,お二人を室 に呼んで待つ ■′^て くれた。

あいさつの後 ,次長のE vanSさ んに渡され ,高橋秀俊さん もずつ といつしように計算セ

ンターを見てある 〈.

主力機は IBM7094で ある。使用料は■時間 S■ 2針司100 で。,平均 S230(普通の と

ころでは S650).

私のメモには ,こ の辺 に

20+20%

research―.honeymoon

と書いてあるが ,何 のことか思い出せない。

財源 は,(1)大学 ,(2研究援助資金 ,(3)有料計算 ,の 三つに分かれ,最後の項 目は12%を

越え てはならない とい う。使用申込書にyes nOで答える項目がい くつかぁるが,記入 して

あるとお りに信用 して扱 うこ とにしてい る。需要に比 べて供給能力が余つ 4′^る現在では ,

やかましい ことをいう必要がないとい う。

教育お よび研究のために ,■ 6種類のプログラム言語 が使えるようになつてい る.い まの

ところ1日 に 4回の連で処 理 し ,そ の う・ちの二つがFORTRAN I MONITOR,一 つが

IBS YSで あ る。

一<こ のあと,メ モが紛失しました。StOnfOrd大学の分がその中に

はいつてい ます>一

漁製バfぽ ふ」高奪》_秋 1、 .、 lЪ ,資 ュ。ぃ ,ゞ″亀

1命餐鷲■+■ ゥl■ 1,」 L6・bLι:中'志・しヽ■、■.‐ 1

い十よ↓イニレ灘くぃ ,人 :な `札

l猟今PFh tt亀 かは・ ■ れ 島Jし上ふ彎い
1ヽ1・
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